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令和４年１１月１６日 

 

リニア中央新幹線の建設工事による環境影響に関する懸念などについて 

 

 南アルプス高山植物保護ボランティアネットワーク会長  

西畑 武 

 

１．高山の動植物への影響について 

○トンネルを作ることで水の流れが変わると考えられるが、水の流れが変わ

ることで動植物や高山植物の生息地に変化が現れる。地下水位が３００ｍ

低下するとの情報があるが、高山の動植物への影響はどうなるのか。 

 

環境の変化を科学的に実証していただきたい。 

※高山植物にどのような影響を与えるのかについて、トンネルは１００

０ｍも下にあるので、影響はないのではないか。 

 

 

２．モニタリングの重要性について 

○一度壊れた自然を元に戻すことは容易ではない。不可能と考える。 

○移植も考えられるが成功するかといえば期待は薄いといえる。 

移植などの保全措置を実施後、自然変位を将来にわたって観測していく

ことが重要。 

 

 

３．ユネスコエコパーク等について 

○ユネスコエコパークと認定されている南アルプスの自然は国民の財産。大

切に残したい。 

○南アルプスを世界自然遺産登録を考えるときに自然破壊は登録が難しくな

る。 
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